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しかしながら、Frangignoul et al. [2011]




























JRA25 (Japan Re-Analysis 25)であり、降
水量については CMAP、海面水温について
は OISST を用いた。JRA25 と CMAP の
水平解像度は緯度経度 2.5 度であり、




は AFES (AGCM For Earth Simulator)を
T119L56 (水平解像度およそ 100km に相











図 1: 2011年 7月,10月における海面水温偏差
と乱流熱フラックス偏差(上向き正)。 





































図 2: 上段が観測、下段がモデルにおける 2011 年 7 月~10 月の海面気圧偏差(黒線)。色は観
測については 0.7σの偏差,モデルについては 95%有意な偏差を示す。 
図 3: 上段が観測、下段がモデルにおける 10 月の図。(左)250hPa での背景の西風風速(色)と高度
















































図 5: 10月における、上段が 250hPaにおける水平断面図、下段が 41Nにおける東西-鉛直断面図。
それぞれ(左)観測、(中)中緯度実験、(右)熱帯域実験における高度偏差(黒線)、波活動度フラックス(青
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図 6: 10 月における海面水温偏差(上段)と
250hPa 高度偏差(下段)。左は中緯度実験、右
は熱帯域実験の結果を示す。色は 95%有意な
偏差を示す。 
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